
〒309-1226　茨城県桜川市上野原地新田154-4　TEL：0296-71-6888　担当：益子・宮島
デイサービスセンター　上の原

利用者様見学を募集しております。
お問い合わせください。

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

レクや体操、季節のイベントを
一緒に楽しみましょう‼

デイサービス 上の原は
皆様の集いの場 です

障がい者グループホームステップ障がい者グループホームステップ
業務拡大につきスタッフ募集中業務拡大につきスタッフ募集中正　パ

TEL.0296-75-2509上の原学園
担当：杉山・宮田

社会福祉法人

女性の運転士、６０才以上の運転士（嘱託・パート）も活躍中
未経験の方も歓迎！　【大型二種免許取得支援制度あり】

総務部採用係【詳しくはこちら 】
( 平日   9:00～17:30)

バス運転士大募集！

https://www.kantetsu.co.jp/green-bus/recruit/recruit.html

お問い合わせは 0299ー35ー3303☎
所在地：茨城県下妻市下妻乙 1274

複式学級の発生が想定される学校
小学校名 複式学級が想定される年度
南飯田小学校 令和９年度
谷貝小学校 令和７年度
雨引小学校 令和１１年度
樺穂小学校 令和１２年度

市立小・中・義務教育学校の統合に向けた今後の方針
「子どもたちの将来のために」

　市では、平成３０年度の桃山学園の設立に続き、令和２年度には、猿田小学校と羽黒小学校の統合を進めて
きました。学校の小規模化が進み、教育を取り巻く環境が刻一刻と変化するなか、次世代を担う子どもたちの
教育環境と、子どもたちの将来のために統合・再編を推進しています。
　今回、今後の学校の統合に向けた方針をお伝えします。

� ■問合先／学校教育課（☎ 0296-55-1198 直通）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学
校
の

統
合
・
再
編
に
向
け
た
取
り
組
み

と
し
て
、
令
和
元
年
５
月
に
「
第

２
次
桜
川
市
立
小
中
学
校
適
正
配

置
基
本
計
画
」（
※
１
）
を
策
定

し
ま
し
た
。
現
在
、
想
定
よ
り
も

さ
ら
に
急
激
な
出
生
数
の
減
少
や

社
会
情
勢
の
変
化
か
ら
、
広
域
的

な
統
合
を
見
据
え
た
協
議
が
必
要

な
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
出
生
数
の
減
少

　

桜
川
市
の
出
生
数
は
、
年
々
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
グ
ラ
フ
の

と
お
り
、
平
成
29
年
度
に
は
２
０

０
人
を
下
回
り
、
令
和
２
年
度
に

は
１
５
０
人
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
も
出
生
数
は
減
少
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
表
は
「
出
生
数
の
推
移

と
各
小
学
校
に
入
学
す
る
新
１
年

生
の
児
童
数
」
を
示
し
た
も
の
で

す
。

　

現
在
、
多
く
の
学
校
で
一
学
年

１
ク
ラ
ス
と
な
っ
て
お
り
、
今
後

も
す
べ
て
の
学
校
で
児
童
数
の
減

少
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
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※令和３年度の出生数は推計値

※
１ �
詳
細
は
、
市
教
育
委
員

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
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小
学
校
の
学
級
編
制
は
、

現
行
の
40
人
か
ら
35
人

に
段
階
的
に
引
き
下
げ

ら
れ
、
令
和
７
年
度
に

は
、
す
べ
て
の
学
年
で

35
人
学
級
と
な
り
ま
す
。

第
２
次
桜
川
市
小
中
学
校

適
正
配
置
基
本
計
画

学
校
再
編
の
背
景

　

ま
た
、桃
山
学
園
に
お
い
て
も
、

令
和
２
年
度
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

が
、
学
級
編
制
（
※
２
）
の
基
準

と
な
る
35
人
以
下
の
た
め
、
小
学

校
に
入
学
す
る
令
和
９
年
度
に

は
、
一
学
年
１
ク
ラ
ス
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

複式学級とは？
２つ以上の学年を合わせても 16 人以下（１年生を含む場合は、8人以下）となる場合に編制した学級。

１年生 ２年生 ３年生 ４年生 5年生 ６年生
３人 ５人 １５人 ６人 ８人 １２人

１年生を含む８人以下のため、
１・２年生の複式学級となる

１６人以下のため、４・５年生
の複式学級となる

②
複
式
学
級

　

複
式
学
級
と
は
、
連
続
す
る

２
つ
の
学
年
の
人
数
が
16
人

（
１
年
生
を
含
む
場
合
は
８
人
）

に
満
た
な
い
場
合
、
１
つ
の
教

室
で
２
学
年
が
同
時
に
授
業
を

受
け
る
学
級
の
こ
と
で
す
。

　

図
の
と
お
り
、
複
数
の
学
校

で
複
式
学
級
の
発
生
が
想
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

複
式
学
級
に
は
「
目
が
届
き

や
す
い
」
と
い
っ
た
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
が
、
教
育
上
・
学

校
運
営
上
の
デ
メ
リ
ッ
ト
も
多

く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

※�令和 10 年度（小学校
入学年度）は、推計
値

※�■■は１学年１クラス
（35 人以下）になる
と想定される学校

※�転入・転出などは、
考慮していない数値

出生数の推移と各小学校に入学する新 1年生の児童数
小学校
入学年度 出生年度

岩瀬東中学区 岩瀬西中学区 大和中学区 桜川中学区 桃山学園区
出生数

南飯田小 羽黒小 岩瀬小 坂戸小 雨引小 大国小 谷貝小 樺穂小 桃山学園
令和4年 平成27年 10 22 54 10 18 19 14 16 58 ―
令和5年 平成28年 16 26 63 18 14 20 8 23 45 233
令和 6年 平成29年 20 24 46 11 9 22 8 12 46 198
令和 7年 平成30年 9 20 46 13 10 14 8 11 45 176
令和 8年 令和元年 7 23 49 14 13 19 14 12 36 187
令和 9年 令和2年 11 15 37 10 8 18 7 12 32 150
令和 10年 令和3年 9 13 42 11 8 10 13 10 24 140

複式学級のメリットとデメリット
メリット デメリット

・�一人一人に目が届きやすい。
・�学校行事で、個別の活動機会を設定しやすい。

学
習
面

・�切磋琢磨する機会が少なくなり、グループ活動など
の多様な学習形態をとりにくい。
・�運動会や音楽活動などの集団教育活動に制約が生じ
る。
・�教員の数が減り、二学年を一人で指導するため、直
接的な指導を受ける時間が不足し、自学自習などが
必要になる。

・�相互の人間関係が深まる。
・�異学年間の縦の交流が生まれる。

生
活
面

・�人間関係や相互の評価などが固定化する。
・�集団の男女比に偏りが生じやすい。
・�充実した組織的な係活動や班活動ができない。

・�全教員間の意思疎通が図りやすく、相互の連携が取
りやすい
・�学校が一体となって活動しやすい。
・�施設・設備の利用時間などの調整が行いやすい。

運
営
面

・�教員の数が減るため、経験、教科、特性などの面で
バランスのとれた配置を行いにくい。
・�一人に校務分掌が集中しやすい。
・�教員の出張や研修などの調整が難しくなる。

・�保護者や地域社会との連携が図りやすい。
・�災害発生などによる緊急避難時に混雑が生じにくい。

そ
の
他
・�PTA活動などにおける保護者一人当たりの負担が大
きくなる。
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【統合の方針】
保護者や地域の方の意見などを考慮しながら、市では３つの方針で進めていきます。

①クラス替えができるように小・中・義務教育学校ともに、１学年２クラス以上を目指します。
②��将来的に複式学級になると想定される小学校の統合を優先します。市教育委員会では、
　質の高い充実した教育を行うために、複式学級にならない授業が望ましいと考えています。
③�真壁地区、岩瀬地区、大和地区ごとに、児童生徒数の推移や複式学級の発生時期、考えられる
統合場所の状況などを総合的に判断しながら進めます。

岩瀬地区の統合方針（今後 10年程度の構想）
　岩瀬東中学校と岩瀬西中学校を統合し、新義務教育学校または新中学校を岩瀬総合体育館「ラスカ」周
辺に設立します。小学校は、現在の中学校校舎の活用を含めて検討します。

岩岩瀬東中学校＋岩瀬西中学校→新義務教育学校または新中学瀬東中学校＋岩瀬西中学校→新義務教育学校または新中学校校

大和地区の統合方針（今後 10年程度の構想）
　現在、人口減少対策として桜川筑西ＩＣ周辺地区のまちづくりを進めており、まもなく住宅地の分譲が
行われます。市では、これらの進捗状況により、当該地区と現在の大和中学校区を含めた統合を検討して
いきます。なお、検討にあたり新義務教育学校の設立や現在の大和中学校の利用など、市民の皆さまと十
分に協議を進めていきます。
※�大和地区の統合方針は、急激な出生数の減少や桜川筑西 IC 周辺地区のまちづくりの進捗状況から、第２次桜川市小中学
校適正配置基本計画の基本的な統合案から変更し、将来に向けての構想としています。

真壁地区の統合方針
　真壁地区全体を、ひとつの義務教育学校にまとめます。谷貝小学校は、令和７年度に２～３年生が複式
学級になると想定されています。また、樺穂小学校も令和 12 年度に複式学級になる見込みです。
　そのため、可能な限り早期に、桃山学園と桜川中学校区の統合を行います。

桃桃山学園＋桜川中学校区（桜川中学校＋谷貝小学校＋樺穂小学校山学園＋桜川中学校区（桜川中学校＋谷貝小学校＋樺穂小学校））

　
今
後
の
小
・
中
・
義
務
教
育
学

校
の
再
編
は
、
地
域
の
方
が
統
合

に
意
欲
を
示
す
な
ど
、
地
域
の
盛

り
上
が
り
が
あ
る
場
合
は
、
統
合

準
備
委
員
会
な
ど
の
早
期
立
ち
上

げ
を
行
い
ま
す
。

　
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
や
35

人
学
級
の
導
入
な
ど
に
よ
り
、
大

き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
校
は
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
中
心
的
な
役
割
も
担
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
や
地

域
の
方
の
意
見
を
考
慮
し
な
が

ら
、
桜
川
市
の
次
世
代
を
担
う
人

材
育
成
を
目
指
し
て
進
め
て
い
き

ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
へ

8さくらがわ　2022.4.1


